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〈研究 目的 〉

本研究は, カ トマ ンズ盆地を中心に古 い歴史を

持つネ ワール族 の祭 り舞踊 ガ ン ・ピャカ ンの特性

を明 らかに し, 文 化的 ・宗教的側面か ら考察す る

ことを 目的 とす る。

〈研的方法 〉

(1) 文 献 研究(1)

(2) 現 地 調査: 本 研 究の現地調査 は, 予 備調査 と

本調査の2度 に分 けて行な った。

○第1回 現地調査 (予 備調査)

期 間1981年8月14日-1981年10月16日

場 所 カ トマ ンズ盆地

内容 秋期 におけるいろいろな舞踊 の存在を, 

フ ィルム撮影 (8ミ リ, ス チ-ル), 

イ ンタヴュー; 2)参与 観察 により確認 し

た。 文献収集 も行 なった。

○第2回 現地調査

期間1982年8月28日 ～1982年11月30日

場 所 カ トマ ンズ盆地

内容 予備調査 において確認で きた祭 り舞踊

の うち, 最 も観行化 されて いないガ ン

・ピャカ ンに焦点 を当て, フ ィルム撮

影(VTR, スチール), インタヴュー(31

参 与 観察を行 な った。 文献収集 も行な

い, ネパ ール語の習得にも力を注 いだ。

〈研究結果及び考察 〉

先行研究(4)に お いて明 らか にな った種々の点の

うち, 仮 説 と して導 き出 された 「ヒ ン ドゥー教の

ネワール(仏 教)化 」の点 について継続研究 した。

〈ヒン ドゥ-教 のネ ワ-ル(仏 教)化 一 文化習

合の1例 としてのガン・ピャカン 〉

ネワール族の仏教形態は, 日本の仏教 と違い, 

在家仏教という特質を持つ。これは, つまり僧侶

は寺院に所属するのではなく, 日常的には在家の

生活をしているということを意味 しているε5)ま

た, 近隣の大国イン ドのヒンドゥー教の多大なる

影響がみられるが, それでも本人たちは, 「私た

ちは仏教徒である。」と言い張っている。その彼ら

がなぜ ヒンドゥー教の神々を讃える踊りを踊るの

であろうか。

ネワール族は, カ トマンズ盆地の先住民族であ

り, カ トマンズ盆地を支配 した種々の王朝以前よ

り住みついている。(時 には, ネワール族出身の

王族 もあった。)また, ネワール仏教は, 原始仏教

の姿を多 く留めている例の1つ と言われているε6)

諸王朝は, 自らの宗教であるヒン ドゥ-教 をカ

トマ ンズ盆地に普及するための政策の一端として, 

仏教徒であったネワールの人々のうち特に僧侶階級

の人々に, ヒンドゥー教の神々を讃える踊りを踊ら

せたのではないだろうか。そして, 支配を受ける

側のネワールの人々は, その改宗政策に屈 しなが

らも, 自身の信 じるネワール仏教的側面をその踊

りの中に組み入れてきた。
つまり, ガン・ピャカンは, ヒンドゥー教とネ

ワール仏教の両者が, 折衷 し融合 し合った文化習

合の一段階的現象であると言えよ

う。この ヒン ドゥー教のネワール
(仏教) 化現象の具体例に, 次の

3点 が考えられる。

1. ア シュタマー トゥリカ とバ イ

ウヴァ

ア シュタマー トゥリカとは, ヒ

ン ドゥー教の母神崇拝の中で1っ

にグル ーピングされてい る七母神

サ プタマ ー トゥ リカに, マ ハ ラク

シュ ミが加え られた もので あるε7)

ラクシュ ミは, ヒ ン ドゥー教 の女

表1. ガ ン ・ピャカンの演劇的構造
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神 であ るが, そ れにマハが付け られて, ネ ワール

の仏教徒 たちに も信仰 されてい る。 ネ ワール の人

々は, このマハを付加 す ることによ ってネ ワール

仏教 的色彩 をほのめか してい ると言えよ う。

また, ガ ン ・ピャカ ンの 中心的神で あるバ イ ラ

ヴ ァは, シヴ ァの怒 りの化身で あるが, イ ン ド本

国 にお いて は, さ ほど人気 のある神で はないよう

であ る。"AdictionaryofHinduism"に よれは, 

ア ゥ トカース トの人 々によ って崇拝 されて いる神

であ るも8)しか し, ネパ ールにおいては 一 特 に, 

カ トマ ンズ盆地 において は 一 バ イ ラヴ ァは, か

なり巾広 く身近か な形で信仰 されて いる。 シヴ ァ

が シヴ ァと してで はな く, 特 にバ イ ラヴ ァの形 を

とって カ トマ ンズ盆地で は信仰 されてい ることも, 

ヒ ン ドゥー教 のネワール (仏 教) 化 した現象 の1

つ といえ よ う。

2. 演劇的構造の中に組み込まれた幕間劇の内容

表1の 様に, ガン ・ピャカンの演劇的全体構造

において, 幕間劇以外の部分は, ヒン ドゥー教の

神々が踊る舞踊によって展開されている。また, 

幕間劇の部分は, 人間が登場 し, 主に台詞と日常

的動作によって展開されている。内容は, ネワー
ル仏教的色彩 (発 表資料参照) が濃い。

幕間劇対幕間劇以外の部分を対照的に見ると, 

種々の要素が挙げ られる。つまり, 宗教的にみれ

ば, ネワール仏教対 ヒン ドゥー教であり, 登場人

物別にみれば, 人間対神であるし, また主な展開

手段でみれば, 台詞対舞踊であると概ね言 うこと

ができる。

幕間劇の内容で, ネワール仏教的な表現のほか

に, ネワール仏教とヒンドゥー教とが完全に融合

されて しまって, 区別できなくなって しまった表

現もある。

具体的には, 次の様な点が挙げられる。

a. ネワール仏教的 〔()内 は, 発表資料2の 下

線番号 〕

i) カ ー ス ト制 に対す る義務 と疑問か らの人間

間の平等性。(全 体)

旧 バ ン ドゥダ ッタと観音 との関係。(2)

b. ヒ ン ドゥ-教 とネ ワール仏教 との融合

iii) バ ン ドゥダッタは観音信仰であ るのに, ア

シュタマ ー トゥリカの力を成就す ることを

目的 と してい る。(2)

iv)マ ン トウ, ダ ン トウ, 禅 定, ヨ ーガなどの

用語。(1, 3, 4, 5)

3。 ガ ン ・ピャカンの運営 に対す る一 時的な消極

的 ・拒否的態度

ガ ン ・ピャカ ンの 「グテ ィ(9)」に, 政 府(つ ま

り現王朝)か らお りる援 助金 で踊 りが運営 されて

いるが, 例 年, 祭 りが近 くな ると, 関係者 たちは

「今年 は踊 りた くない己 とい う消極 的態度を示す。

しか し, 援 助金 がお りる と, 儀 軌 にの っと って活

動 し始 める。 これ は, 関 係者 たちが, 心 の底か ら

ヒン ドゥ-教 の神々 を讃えて踊 りに参加 して いる

のではないという気持 ちの表明であ ろう。B. C. 17

C以 来, 改 宗 は しな いが, ヒン ドゥー教の踊 りを,

消 極的 ・拒否的な態度 を示 しなが らも運 営 してい

るという事実は, 文 化習合の一例 といえ るのでは

な いか と思 う。
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